
初診日

治療開始日

補綴装置装着日

調整終了日

治療終了1年後

治療前口腔関連QOLアンケート
口腔内診査

治療直後口腔関連QOLアンケート
治療後回顧口腔関連QOLアンケート

時間軸

• 治療直後質問表が回収できなかったもの

• 治療1年後質問表が回収できなかったもの
• 認知症進行のため入所したもの
• 死亡

除外

除外

対象補綴装置の
トラブルの評価
（診療録調査）
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治療1年後口腔関連QOLアンケート
治療1年後回顧口腔関連QOLアンケート

解析対象

① 初診時に，治療前口腔関連QOL質問票調査および口腔内診査を実施
② 欠損補綴治療終了直後および欠損補綴治療終了1年後の口腔関連QOL質問票調査では，口腔関連

QOL評価に加えて，回顧口腔関連QOL評価を実施
③ 欠損補綴治療終了1年後に診療録調査を実施





表3　目的対象，追跡対象および解析対象の基礎特性

観察因子 目的対象 追跡対象 解析対象 追跡対象vs解析対象

p値

309 297 167

年齢（歳） 65.7±12.4 65.9 ± 12.5 67.1±11.2 0.29＊

性別（男/女，名） 125/184 120/177 70/97 0.75†

現在歯数（本） 18.0±8.5 18.0±8.5 18.4±8.3 0.58＊

治療歯数（本）  8.6±8.3 8.6±8.3 8.5±8.3 0.94＊

治療期間（月）  5.7±4.0 5.8±4.0 5.4±3.6 0.36＊

治療方法（BR/RD（少数歯）/RD（多数歯）） 113/104/92 110/98/89 63/55/49 0.99†

治療部位（前歯/臼歯/前・臼歯,名） 35/147/127 33/141/123 18/81/68 0.98†

アイヒナー分類（A群/B群/C群/不明,名） 106/136/66/1 100/133/63/1 59/75/32/1 0.86†

治療前口腔関連QOL得点（点） 71.5±19.8 71.7±19.9 75.8±17.9 0.03＊

治療直後口腔関連QOL得点（点） 79.1±18.3 79.1±18.3 83.0±14.9 0.02＊

＊：t検定 平均値±標準偏差

†:カイ二乗検定　

表4　解析対象の基礎特性

観察因子 BR群 RD（少数歯）群 RD（少数歯）群

63 55 49

年齢（歳）   60.6 ± 12.4  68.9 ± 8.2 73.5 ± 7.8

性別（男/女，名） 23/40 22/33 25/24

現在歯数（本） 24.2 ± 2.1 21.9 ± 2.8   7.2 ± 5.8

治療歯数（本）   4.1 ± 1.9    3.6 ± 1.8 19.8 ± 6.9

治療期間（月）   6.7 ± 3.6    4.4 ± 4.1   4.9 ± 2.5

治療部位（前歯/臼歯/前・臼歯,名） 17/32/14 1/48/6 0/1/48

アイヒナー分類（A群/B群/C群/不明,名） 46/16/0/1 13/42/0/0 0/17/32/0

治療前口腔関連QOL得点（点） 78.0±15.8 76.9±16.7 71.8±20.8

治療直後口腔関連QOL得点（点） 86.0±13.1 81.2±16.1 81.2±15.0

平均値±標準偏差



表5　追跡対象の治療前と治療直後の口腔関連QOL得点の比較

p値

Wilcoxonの順位和検定検定

平均値±標準偏差

0.04

＜

＜65.9±22.4 74.7±20.5

0.01

0.01

75.3±16.1 83.3±14.6

73.0±20.3 78.3±19.1

口腔関連QOL得点

治療前 治療直後

RD（多数歯）群

BR群

RD（少数歯）群

表6　治療１年後までに発生した対象補綴装置のトラブルの内訳および抜歯，追加補綴治療の有無の分布

BR群 RD（少数歯）群 RD（多数歯）群

63名 55名 49名

対象補綴装置の生存（名） 63 53 49

　　トラブルなし 62 44 42

　　脱離・再装着 1 - -

　　鉤破損・脱離 - 5 1

　　人工歯脱離 - 1 1

　　床破折 - 1 3

　　増歯 - 2 2

対象補綴装置の非生存（名） 0 2 0

対象補綴部位とは別部位の抜歯の発生（名） 3 6 2

追加補綴治療の発生（名） 4 8 3



表7　解析対象の治療前，治療直後および治療1年後の口腔関連QOL得点の比較

a ＝0.01

ブリッジ群 b ＝0.39

c ＝0.26

a ＝0.32

床義歯（少数歯）群 b ＝0.39

c ＝0.99

a ＝0.11

床義歯（多数歯）群 b ＝0.45

c ＝0.55

Steel-Dwass検定

平均値±標準偏差

a:治療前 vs 治療直後，b:治療前 vs 治療1年後，c:治療直後 vs 治療1年後 

p値

78.0±15.8 86.0±13.1 81.9±14.4

76.9±16.7 81.2±16.1 80.7±17.4

71.8±20.8 81.2±15.0 77.2±16.6

口腔関連QOL得点

治療前 治療直後 治療1年後



表9　解析対象の治療法別の治療前口腔関連QOL得点と治療直後および治療1年後回顧口腔関連QOL得点の比較

a ＜0.01

b ＜0.01

a ＜0.01

b ＜0.01

a ＜0.01

b ＜0.01

対応のあるWilcoxon符号付き順位検定

平均値±標準偏差

a:治療前 vs 治療直後回顧，b:治療前 vs 治療1年後回顧

口腔関連QOL得点

治療前 治療直後回顧 治療1年後回顧 p値

床義歯（多数歯）群

19.9±5.2 17.2±6.6 16.9±6.7

18.3±6.6 15.5±7.9 14.5±7.7

ブリッジ群 20.0±5.1 18.3±6.0 16.9±6.6

床義歯（少数歯）群



表11　解析対象の治療法別の治療直後レスポンスシフトと治療1年後レスポンスシフトの比較

対応のあるWilcoxon符号付き順位検定

平均値±標準偏差

治療直後レスポンスシフト＝治療直後回顧口腔関連QOL得点−治療前口腔関連QOL得点

治療1年後レスポンスシフト＝治療1年後回顧口腔関連QOL得点−治療前口腔関連QOL得点

床義歯（多数歯）群

−2.7±6.5

−3.1±6.7

ブリッジ群

床義歯（少数歯）群

−1.7±4.9 0.04

0.75

口腔関連QOL得点

p値治療直後レスポンスシフト

0.18

−3.4±6.1

−3.3±7.3

−3.8±6.8

治療1年後レスポンスシフト


